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研究生活約４０年と管理職生活約１５年
 
早稲田
 
嘉夫
昭和43年（1968年）４月１日
<昭和45年（1970年）7月１日>
昭和48年（1973年）４月１日
昭和61年（1986年）６月１日
平成２年（1990年）11月１日
平成14年（2002年）11月6日
平成18年（2006年）11月5日
平成21年（2009年）３月31日
数多くの研究室（・部局）に所属
• 金属材料研究所
 
冶金物理学（竹内栄）研究室
• 選鉱製錬研究所
• 特殊製鉄研究室＝製鉄研究室（大谷正康）、
• 製鋼研究室（白石裕）、乾式製錬研究室（矢沢彬）
• 合成鉱物独立研究室担当、応用鉱物担当、
• 湿式製錬担当、
• 素材工学研究所
• 組成評価担当、素材再生研究センター（物理再生）担当
• 多元物質科学研究所
• 電子制御研究室、資源変換・再生センター、フェロー研
 究室
• カナダ トロント大学冶金学科、米国ペンシルバニア大学
 材料学科（ベル研究所）
学部卒業研究
 
「17Cr-7Ni系析出効果型ステンレス鋼の析出効果ならびに析出挙動
 に及ぼすMn,Tiの影響」
 修士論文研究
 
「X-ray and Neutron Diffraction Studies of the Structure of Liquid 
Metals」
 博士論文研究
 
「単原子金属融体のペアポテンシャルと物性に関する研究」
１．金属、合金、酸化物融体の構造解析
（Ｘ線回折・中性子回折）
２．非晶質物質（合金・酸化物ガラス）の構造解析
（Ｘ線回折・中性子回折）
３．物質・材料の構造解析へのＸ線異常散乱の応用
４．高温融体の熱物性（伝導率・拡散率）の測定
５．合金・酸化物の熱力学的解析
６．鉄鋼表面に生成する腐食物のキャラクタリゼーション
研究生活約４０年（管理職生活約１５年）
• 見込み違いは山ほどあり、人一倍苦労したと思っているが、
 結果的には、大学人として恵まれた４０年であった思う
• １．自分のやりたい研究を、ほぼ通させてもらった
• ２．有能な多くの研究者と一緒に研究展開ができた
• ３．研究室に所属した若手教員・大学院生・共同研究者が、
 それぞれ現在活躍しており、大学教員として満足感を味わっ
 ている
• 教育にも、自分なりに力を注ぐことができた
高等学校：「地学」
 
工業高等専門学校：「化学」
• 大学：学部（資源・地球工学）
大学院
 
資源専攻・材料系専攻・応用化学専攻
• 大学院: Toronto・
 
McMaster（カナダ）,  Pennsylvania（米国）
• 選鉱製錬集団研修コース、金属学留学生特別コース
１９６８年（昭和４３年４月）に指導教授
 竹内栄先生より提示された研究テーマ
• 「合金液体の Interaction parameter (相互
 作用係数)を「動径分布関数」と「金属電子
 論」を使って算出してみたまえ」だった
• そのときの頭に浮かんだこと：
• 「動径分布関数って何だ？」
• 金属電子論は、キッテルやデッカーの「固
 体物理学」を勉強すれば何とかなるかも











液体金属の動径分布関数を求める実験から
 スタートした
• まず、液体金属＝「水銀（Hg）」が頭に浮かんだ
• それまでに報告されている、Ｘ線回折で求めた水銀の構
 造データを調査した結果、第一ピークの形が微妙に違っ
 ていることに気づいた
• ポイント：
• 温度依存性を測定しているデータの第一ピークの高角度
 側には、わずかだが肩らしきものが見える
• 室温のみを測定しているデータには、この肩らしきものが
 認められない









Fundamentals of the Laser Flash Method
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１９６８年（昭和４３年４月）に指導教授
 竹内栄教授より提示された研究テーマ
• 「合金液体の Interaction parameter (相互作用係
 数)を「動径分布関数」と「金属電子論」を使って
 算出してみたまえ」
• 液体金属及び合金の原子分布の基本的な特徴
 は、剛体球の無秩序分布で表すことができる
• 液体金属及び合金のギブス（内部）エネルギー
 は、自由電子、擬ポテンシャルによるエネルギー、
 剛体球によるエントロピーなどによって表すこと
 ができる









１９６８年（昭和４３年４月）に指導教授
 竹内栄教授より提示された研究テーマ
• 「合金液体の Interaction parameter (相互
 作用係数)を「動径分布関数」と「金属電子
 論」を使って算出してみたまえ」
• 20年後（1986年 -1990年）に、6つの論文と
 してまとめられ、若手一人が、この研究成
 果を基に大阪大学から学位を取得できた。
このような基礎的研究がどのような
 ところに役に立ったか？
• 例１：アモルファス金属の実用化に問題と
 なっていた「構造緩和現象」を抑止する添
 加元素の選択
• 例2：数百メートルオーダーでアモルファス
 金属繊維の連続製造を可能にするための
 添加元素の選択



1980年代後半になると「選鉱製錬」は
 もう古いと言われ始めた
 選鉱製錬研究所の存続？
時代的には、選鉱製錬の学術を「環境」
 などに応用するテーマは、まだ早すぎて、
 世間から受けなかった？
典型的な例：（故）南條道夫教授の「都市
 鉱山」という提案は余り注目されなかった












研究所の将来性を握る要因
新しい流れを動かす若手人材が確保されているか？
 そのような体制にあるか？
新しい流れに若い人材を巻き込めるか？
そのような体制にあるか？
異なる専門領域の融合が多いほうがbetterである
そのような体制にあるか？

裏（？）にあった狙い
１．研究以外の雑務を軽減したい
研究所ごとに割り当てられた全学委員会委員の数は３
 つの研究所が一つになれば１/３になる。
２．外向きの大きな旗を振る研究者が居なけ
 れば困る。しかし、次の旗を挙げるための
 種が必要。そのためにも、一時期はじっくり
 落ち着いた「真理の追求を目指す研究」が
 できる場を是非とも確保したい
消す
新研究所の研究
いずれにしても、今後重要と思われること。
１．適切な「役割分担」を考慮する時代であること。
２．変化の方向を画一的にしないこと。柔軟な組織構造
３．「教育」と「研究」を同じ天秤にかけないこと。
４．「教育は苦手だが研究に力を発揮する変わり者教授」を
排除しないこと。
国立大学の（独立行政）法人化に
 
賛成か？  反対か？  
どちらかと言えば反対。
欧米流の市場原理に貫徹された
システムのみがよいと思わない
日本のシステムの良さもある
良くわからない法人への移行には不安がある
私的コメント
国立大学に席を置いた教職員は
国立大学法人に自動的に継承されている。
だから、高等教育と学術研究という
将来の資産形成・運用について
２１世紀のわが国のために
絶対に誤らないように
努力する責任がある。
法人化に伴って大学運営において変化した
 典型的な現象１
学長（理事などで構成する執行部）のリーダーシップ発揮
 という大義名分の下に「トップダウン運営」が急増した。
この現象は、各部局の執行部にも波及している。
（全てが悪くはないが、教育研究現場は混乱している？）
従来の事務プロセス等をそのままに、とにかく新しいこと
 を進めようとするので、現場の教員・職員とも極度に多忙
 になっている。
（新計画の「結果責任」をとる仕組みが殆どないことは問題）
法人化に伴って大学運営において変化した
 典型的な現象２
大学で行われる学術研究としての謙虚さが失われ、研究
 費獲得が目的化している傾向
高額な装置でデータをだすだけの研究・アウトプットが得ら
 れやすい課題への寡占化傾向
流行に迎合した「役に立つ研究」への偏重とマスコミへの
 過度な公表傾向
（評価指標に、外部資金獲得額を優先してはいけない）
これからの大学運営に求められること
 （私的コメント１）
１．各組織の特性に適合する多様な対応および「教育
 
優先」の意識に基づく運営
２．組織の将来を見通す広い視野および事務プロセス
 
改革等に対する責任を着実に果たす運営
３．トップダウンとボトムアップの協調の仕組みを確保す
 
る運営
（現状：素人集団の執行部が一生懸命やっている）
これからの大学運営に求められること
 （私的コメント２）
１．大学である限り「教育優先」が最も重要である。
（大学が人材養成に責任をもつことを前提に、社会は大学教員が
 好きな研究を行うことを容認している）
２．企業が大学に「すぐ役に立つ成果」を求めてはいない。
（実用化や産業化に力を発揮する人材の養成に期待している）
３．大学は、その時代に代表される価値観と一定の距離
 を保つ機能があることを忘れるべきではない。
（その時代に主流となっている考え方等に対して、異なる見解を提
 示できる自由な役割が大学にある）
後輩の皆さん方へのお願い
• 常に「大学らしさ」を失わないように心掛け
 て頂きたい
• 学術の良識・研究者の良心＝モラルを大
 切にして頂きたい
• 参考：「研究者の作法ー科学への愛と誇りをもってー」
まとめ
• 長い間、たいへんお世話になりました
• これまでのご支援・ご協力に対して、心より
 御礼申し上げます
• 皆様方の健康と研究のご発展を祈ります
• そして、多元研及び東北大の益々の発展
 を期待しています
